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研究成果の概要： 

 本研究では、「文化移民」や「レジャー移住者」としてオーストラリアに長期滞在する日本人

たちのアカルチュレーションは、日本人コミュニティによって支えられては折らず、移住者の

中でボランタリーな支援が始まったばかりという現状をインタビューと参与観察によって明ら

かにした。また、東南・東アジアからの滞日外国人女性たちへの多文化ワークショップ実践の

事例から、多文化ソーシャルワークの方法論構築への端緒を模索した。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2008 年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

 
 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 

キーワード：多文化ソーシャルワーク、エスニック・マイノリティ、トランスナショナル  

 

１． 研究開始当初の背景 

 海外移住者が激増している日本社会だが、

移住第一世代が中心となっているオースト

ラリアの場合、移住先でのアカルチュレーシ

ョン支援が、現地日本人社会、日本人ソーシ

ャルワーカーによってなされない現状があ

った。また、日本でも増加するアジア系移民

に対する定住支援の方法論が確立されてい

ない状況であった。 

 

２．研究の目的 

 エスニック・マイノリティ支援の方法論構
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築のため、日本とオーストラリアの二地点に

おいて、「移住者のアカルチュレーション」

がそれぞれどのように展開しているかを調

査し、現状を明らかにするとともに、多文化

ソーシャルワーク実践の方法論構築に向け

ての試論を展開する。 

 

３．研究の方法 

 オーストラリア三州（VA、NSW、QLD）

において日本人ソーシャルワーカー、移住者

らにインタビューを行うとともに、日本人ク

ラブや日本人会への参与観察を行った。日本

国内では、関西地区に定住する東南・東アジ

ア女性たちとともに参加型のワークショッ

プを開催し、「仕事作り」「地域参加」「人間

関係」に関するさまざまな問題への支援を試

みた。 

 

４．研究成果 

 オーストラリア三州においては、いずれも

日本人コミュニティは新規移住者のアカル

チュレーションを支援するシステムを持た

ない。特に、脆弱性の高い移住者（未成年、

低学歴、女性、英語スキルの低いもの、など）

は、現地支援システムにもアクセスできず、

難渋するケースも散見された。これら脆弱性

の高い移住者を支援しているのは、商業ベー

スの旅行エージェントであった。日本人ソー

シャルワーカーたちは、自らのエスニックコ

ミュニティで実践するよりも、オーストラリ

アのメインストリーム社会において受け入

れられることを望み、そのようにふるまう。 

 一方国内調査においては、関西地区におけ

る実践の試みで明らかになったことで、多様

な価値観や移住事情を背景にした女性たち

が抱える生活問題にかかわるには、従来の福

祉的援助方法のみならず、当事者女性自身も

援助者とともに参加するアクションプログ

ラムを開発し、当事者が自ら地域社会や日本

人コミュニティに働きかけ、マジョリティ側

に問題を認識させるような方法論が有効で

あると思われた。 

 具体的には、ブレインストーミングを重ね

る中で、グループ間に「グラウンド・ルール

の尊守」「異なった習慣や価値観を持つグル

ープメンバーの違いを受け入れる」「自分自

身が日本社会で生き抜いてきた過去を振り

返り、達成してきたことを整理する」などの

作業が行われ、基本的な信頼関係が醸成され

たところで「仕事作り」プロジェクトが作動

した。この段階からは、社会起業志向の学生

グループの参加も得て、大学構内で「対話型

カフェ」を一日実現し、金銭的利益も得る経

験も得た。 

 その後、達成したことを振り返る中で、「日

本社会に積極的にかかわって仕事をして生

きていくこと」を実現するために、さまざま

な準備が必要であることが話し合われ、次年

度は「学ぶ」という要素がグループに加わる

ことで合意を得た。 
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